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持続可能な社会実現に向
けたICTシステムの 
開発・運用 
 製品・サービスが製造から廃棄までに環
境へ与える負荷を推定することは持続可
能な社会実現には不可欠です。一方、企
業に対しては無視できないコスト負担を強
いるため、普及への障壁となっています。 
 そこで、ICTを用いる低コストな環境負荷
推定システム eL-Platform を開発しまし
た。本年度から、 
  http://el-platform.org 
にてシステムの運用を開始しています。 

ネットワーク構造をもつ大規模システムの 
ディペンダブル制御 

eL-Platformによる環境負荷推定の一画面 

 再生可能エネルギーの大量導入に対応した安定性の高い電力システムの実現を目指
し、システム制御理論とディペンダブル技術を融合したディペンダブル制御の基礎理論 
構築を行っています。電力システムは電力網と
情報網から構成される多層的な大規模ネット
ワークであり、再生可能エネルギーの導入によ
る局所的な変動・故障が、各層間の相互干渉
により伝播し、大規模な影響を与える可能性が
あるため、それに対処できる理論が必要とされ
ています。 ※本研究は、JST CREST 研究領域「分散協調型エネルギー管理システム構築のための理論及び基盤技術の創出と融合展開」における 

研究課題「ネットワーク構造をもつ大規模システムのディペンダブル制御」（研究代表者：藤崎泰正）として取り組んでいるものです。 

 


